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　毎年恒例の同窓会定期総会・懇親会を 10月 19日（土）、ANAクラウンプラザホテル札幌にて開催いたします。
　招待教員や現旧教職員も多数出席する予定です。美味しいお料理を囲みながら、楽しいひとときを一緒に過ご
しませんか？ぜひ、同窓生の友人やサークルメンバーを誘ってお集まりください。毎年好評の在学生のサークル
によるアトラクションも予定しています。多くの方のご出席をお待ちしています。

日時▶10 月 19 日㊏
　　　定期総会　午後 4：30 ～ 5：00
　 　 懇 親 会　午後 5：30 ～ 7：30
会場▶ANAクラウンプラザホテル札幌 ３階
　　　（旧：札幌全日空ホテル）
　　　札幌市中央区北３条西１丁目 2-9
　　　TEL：011-221-4411
会費▶3,000 円（税込）
　　　円卓での会食となります。
申込方法▶大谷地だよりに同封したハガキ、または本学

ホームページの「申込みフォーム」、メール等
でお申込みください。ご欠席の連絡は不要です。
TEL：011-891-2731（代表）
メール：dousoukai@hokusei.ac.jp

申込期限▶10 月 1 日㊋
昨年の和やかな懇親会の様子 写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

 松倉会長を囲んで　昨年の懇親会に出席した奨励生のみなさん

地域の方も参加できる餅まきは毎年好評です。

招待教員のご紹介

トーキル・クリステンセン先生（右）
　トーキル先生は、1983年、女子短期大学に講師とし
て着任され、在職中は「リーディング」「英作文」など
をご担当いただきました。また、学生部長、図書館長、
教務部長を歴任され、2009年にご退職されるまで本学
の発展にご尽力いただきました。

佐藤修子先生
　佐藤修子先生は、1978年4
月、文学部選任講師として着
任され、在職中は、ご専門で
ある「ドイツ語」をご担当い
ただき、宗教部長、言語教育部
門長を歴任されました。また、
本学の宗教教育にも携わって
くださいました。2019年3月
にご退職されるまで41年間本
学に尽くされ、今年6月には
名誉教授の称号を授与されま
した。

　来る 10 月 13 日（日）、第 2 回ホームカミングデーを第 58 回星学祭（大学祭）と同日開催いたします。
　ホームカミングデーでは、JR 北海道の IC カード「Kitaca」のキャラクターデザイン等でも知られる、
絵本作家そらさんによる記念講演会＆読み聞かせ、北星学園大学筝曲部OG会「エスポワール」による筝曲
演奏会、懐かしの大学校舎等写真展等を予定しています。
　大学祭では、毎年恒例の模擬店、餅まき、砂金堀体験、スペシャルゲストによるライブなど盛りだくさ
んの内容となっております。学生時代に所属していたサークルの模擬店や企画があるかもしれません。
　事前申し込みは不要ですので、ご家族やご友人をお誘いあわせの上、ぜひ大谷地キャンパスまでお越し
ください。
　なお、企画実施場所、スケジュール、内容については決まり次第、本学ホームページにてご案内いたします。

10:00～ 受付
10:30～ 学長挨拶
10:45～ 記念講演：「絵本作家そらさん講演会」
　　　　 （厚別区誕生30周年記念講演会）
11:15～ 北星学園大学筝曲部OG会「エスポワー

ル」による筝曲演奏会

＜その他企画予定＞
・絵本作家そらさんによる読み聞かせ
・懐かしの大学校舎等写真展
・大学祭「餅まき」への協賛

日程▶2019 年 10 月13 日㊐
場所▶北星学園大学　
　　　　札幌市厚別区大谷地西２-３-１
　　　　（地下鉄大谷地駅 1 番出口より徒歩 6 分）
　　　　TEL 011-891-2731（代表）

大学主催・同窓会共催　HOME COMING DAY

第 2 回 ホームカミングデーを開催します!!

同窓会定期総会・懇親会のご案内同窓会定期総会・懇親会のご案内

※大学祭にもご自由に参加いただけます。小さいお子様も楽しめる企画もございます。　※同窓生に限らず一般の方もご参加いただけます。

Schedule
（予定）
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ま
し
た
。
平
成
が
終
わ
り
令
和
最

初
の
体
育
祭
、
心
機
一
転
し
て
こ

れ
か
ら
の
令
和
の
時
代
を
背
負
っ

て
立
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
決
め
ま

し
た
。こ
の
願
い
が
叶
っ
た
の
か
、

ど
の
チ
ー
ム
も
令
和
最
初
の
優
勝

チ
ー
ム
と
な
る
べ
く
、
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、中
で
も
、

フ
ッ
ト
サ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
決
勝
戦
で
は
、
１
点
差
で
勝
敗

が
決
ま
る
な
ど
、大
接
戦
で
し
た
。

　
10
月
に
行
わ
れ
る
星
学
祭
も
、

記
念
す
べ
き
令
和
最
初
の
星
学
祭

と
な
り
ま
す
。
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
の
良
さ

を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
挑
戦
も
し

て
い
き
ま
す
。
皆
様
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

言
語
教
育
部
門
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ご
専
門
は
「
ド
イ
ツ

語
教
育
」
で
今
年
3
月
に
退

職
さ
れ
る
ま
で
41
年
間
、
本
学

で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
川
先
生
は
、
他
大
学
で
の

ご
勤
務
を
経
て
、
2
0
0
2

年
4
月
本
学
社
会
福
祉
学
部
教

授
に
着
任
さ
れ
、
学
生
相
談
セ

ン
タ
ー
長
、
社
会
福
祉
学
部
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
専
門

は
「
対
人
関
係
」「
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」
で
今
年
3
月
に
退
職

さ
れ
る
ま
で
17
年
間
、
本
学
で

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
吉
田
先
生
は
、
他
大
学
で
の

ご
勤
務
を
経
て
、
1
9
8
9

年
4
月
北
星
学
園
女
子
短
期

大
学
に
着
任
さ
れ
、
1
9
9
6

年
教
授
へ
昇
格
し
、図
書
館
長
、

短
期
大
学
部
長
等
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ご
専
門
は
「
情
報
図

書
館
学
」「
人
文
社
会
情
報
学
」

で
、
今
年
3
月
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
30
年
間
、
本
学
で
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
吉

田
先
生
は
ご
都
合
に
よ
り
名
誉

教
授
授
与
式
当
日
は
ご
欠
席
さ

れ
ま
し
た
。

り
も
嬉
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
末
永
く
同
窓
会
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
る

機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
同
窓

会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
・
総
合
優
勝
得
点
の
簡
略
化
・

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
贈
呈
が
反
響

を
呼
び
、
今
ま
で
以
上
に
総
合
優

勝
を
目
指
す
チ
ー
ム
が
多
く
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
平
た
く
成
る
な
～
令
和
を

作
る
の
は
俺
た
ち
だ
！
～
」
と
し

　
6
月
26
日（
水
）、大
学
チ
ャ

ペ
ル
に
て
名
誉
教
授
の
称
号

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、
長

年
勤
務
さ
れ
、
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
澤
田
裕
先
生
、
佐

藤
修
子
先
生
、
今
川
民
雄
先

生
、
吉
田
か
よ
子
先
生
の
4

名
に
、
大
坊
学
長
か
ら
「
北

星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
澤
田
先
生
は
、
1
9
7
8

年
に
本
学
経
済
学
部
に
着
任

さ
れ
、
1
9
8
7
年
に
教
授

へ
昇
格
し
、
経
済
学
部
長
、

入
試
セ
ン
タ
ー
長
等
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は
「
農

業
経
済
学
」「
経
済
統
計
学
」

で
今
年
3
月
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
41
年
間
、
本
学
で
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
先
生
は
、
1
9
7
8

年
4
月
に
本
学
文
学
部
に
着

任
さ
れ
、
1
9
9
6
年
に
教

授
へ
昇
格
し
、
宗
教
部
長
、

す
。
同
窓
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
11
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

 

母
校
で
教
鞭
を
取
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
の
は
2
0
0
6
年
4
月

で
、
学
内
幹
事
の
役
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
大

学
を
卒
業
後
、
西
日
本

で
生
活
し
て
い
た
た
め

同
窓
会
に
は
参
加
し
た

こ
と
が
な
く
、
初
め
て

の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
年
齢
を
重

ね
て
も
〝
あ
の
頃
〟
の

気
持
ち
に
な
れ
、
就
職

し
て
か
ら
得
難
い
と
感

じ
て
い
た
〝
気
の
置
け

な
い
友
人
〟
が
い
ま
し

た
。
更
に
、
多
世
代
の

同
窓
生
と
の
温
か
い
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
に
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
諸
先
生
、
先

輩
・
後
輩
、
そ
し
て
教

え
子
と
の
邂
逅
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
何
よ

6
年
卒
業
の
方
ま
で
幅
広
い
卒

業
生
30
名
が
思
い
思
い
に
近
況
報

告
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
先
生
を
現

役
で
さ
れ
て
い
る
英
文
科

１
期
生
や
、
地
域
の
消
防

団
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
家

政
科
29
期
生
な
ど
年
齢
問

わ
ず
お
元
気
な
方
ば
か
り

で
し
た
。

　
何
よ
り
「
北
星
短
大
の

卒
業
生
」
と
い
う
こ
と
を

誇
り
に
し
、
生
き
生
き
と

輝
い
て
い
る
O
G
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
短
大
同
窓
会
は

大
学
同
窓
会
と
統
合
さ
れ

ま
し
た
が
、
短
大
O
G

の
方
た
ち
の
パ
ワ
ー
は
今

も
健
在
で
す
。
ぜ
ひ
、
北

星
学
園
女
子
短
期
大
学
の

卒
業
生
の
皆
様
、
同
窓
会

の
活
動
に
お
顔
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待

　
６
月
７
日
（
金
）・
８
日
（
土
）

の
２
日
間
、
体
育
祭
を
行
い
ま
し

た
。

　
昨
年
同
様
、
今
年
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
選
手
た
ち
は
気
持
ち
の
良

い
青
空
の
下
で
、
の
び
の
び
と
競

技
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
導
入
し
た
、
清
涼
飲
料
水
の

　 
 

　　　

同
窓
会
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て

―
気
の
置
け
な
い
友
人
と
の

出
会
い
―

　
同
窓
生
の
皆
様
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
同
窓
会
に
参

加
す
る
ま
で
の
若
干
の
経
緯
と
感

想
を
書
き
記
し
ま
す
。
1
9
9
7

年
3
月
、
文
学
部
社
会
福
祉
学

科
心
理
学
コ
ー
ス
の
卒
業
生
で

　

　

6
月
6
日
（
木
）
12
：
00
～

札
幌
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
大
通
公
園
に

て
、
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

O
G
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

同
窓
会
と
北
星
学
園
大
学
同
窓
会

が
統
合
さ
れ
て
10
年
と
い
う
節
目

の
年
で
あ
っ
た
た
め
、
大
坊
学
長

は
じ
め
、
大
山
理
事
長
や
松
倉
同

窓
会
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
、
終
始

和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
の
途
中
で
は
参
加
者
全
員
か

ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
短
大

英
文
科
１
期
生（
昭
和
28
年
卒
業
）

の
方
か
ら
、
生
活
教
養
学
科
平
成

体
育
祭
を
終
え
て

第
58
回
大
学
祭
実
行
委
員
会 

委
員
長

　牛
島

　優
人

　名
誉
教
授
授
与
式

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

同窓生の紹介
本学教職員バージョン

文学部社会福祉学科卒業
社会福祉学部教授

牧田  浩一さん

「専門演習Ⅰ」の学生たちと（右から 4番目が牧田先生）

名誉教授授与式にて（１列目右から澤田先生、今川先生、佐藤先生）

短大OG会

　今年、北星学園大学剣道部は創部 50 周年を迎えます。そこで、
創部 50 周年記念式典を開催することとなりました。詳細は以下
のとおりです。ぜひご出席ください。
日時▶2019 年 11 月 3 日（日）
　　　稽古会　10：00 ～　　　記念式典　18：00 ～
　　　２次会　20：00 ～　（時間変更の可能性もあります。）
会場▶稽 古 会　北星学園大学体育館サブアリーナ
　　　記念式典　札幌グランドホテル
　　　二 次 会　札幌グランドホテル（予定）
会費▶ 8,000円（予定）
　既に式典に関する案内を送付しております。出欠確認のはがき
を投函していただいた方はメールでの回答は不要です。メール回
答の場合は卒業年度、氏名、住所、連絡先を明記してください。
よろしくお願い致します。
問い合わせ▶w17032@hokusei.ac.jp（眞鍋）　
　　　　　　9 月 20 日（金）〆切

剣道部　創部 50 周年記念式典

同窓会 副会長　
佐藤　桂子
（家政科2期）

写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

　この度、社会福祉学部では、10 月 13 日（日）ホームカミングデーに併せてシンポジウムを開催するととともに、卒
業生の皆さま同士、そして大学現役教員との交流会を企画します。交流会のご参加のみでも構いませんので、多くの卒業
生の皆さまのご参加を心待ちにしております
日　　　時▶2019年10月13日（日）
　　　　　　シンポジウム　14:00 ～（受付開始　13:30 ～）
　　　　　　講　　　　演「私の研究生活50年を振り返って」　忍　博次 先生（本学名誉教授）

　　　　　　シンポジウム「北海道における生活困窮者支援の課題」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 櫛部 武俊 氏（本学OB）ほか OB・OG登壇予定
                  　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター　松岡 是伸（社会福祉学部　准教授）　
　　　　　　交流会 18:00 ～（立食パーティー形式） お一人様 4, 000円（お子さま〔12歳未満〕 500円）
会　　　場▶（シンポ）大学第二研究棟地下1F  第一会議室　（交流会）大学会館　3F
申込み方法▶メール（entry-fukushi@hokusei.ac.jp〔受付担当　本学教員　林健太郎〕）
　　　　　　 あるいは FAX（011-896-7660）でお申し込み頂けます。その際、①ご氏名、②ご卒業年度、③現在のご職業・

ご所属、④シンポジウムへの参加の有無、⑤交流会への参加の有無をご記載ください（ご家族及び本学卒業
生以外の方の参加も歓迎致します。複数の場合、人数を付記ください）。

申込み締切▶2019年9月20日（金）
問い合わせ先▶上記メールアドレス、FAXあるいはお電話（090-5428-9575受付担当　林・直通）までお問い合わせください。
　　　　　　　※講義その他により一度のお電話で出れない場合がございます。

大学社会福祉学部  主催・北星学園大学同窓会  後援

〜シンポジウム・大学と卒業生の交流会へのお誘い〜



大 谷 地 だ よ り 2019 年 9 月 1 日第 80 号（    ）3

2019年度　北星オープンユニバーシティ後期募集講座一覧

第44回　北星学園大学公開講座　Extension lecture Hokusei Gakuen University

　卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プログラムです。
　懐かしいキャンパスで学んでみませんか。

開 講 週：10月18日（金）〜10月29日（火）より順次開講します。

申込期間：8月21日（水）〜9月6日（金）
申込方法：ウェブサイト http://www.open.hokusei.ac.jp/ からお申込みください。

社会連携センター（社会連携課 / C 館 1 階）
　　【電　　　　話】 011-891-2731（代表）
　　【窓口対応時間】 平日 /8：45 ～ 17：00（11：30 ～ 12：30 を除く）
  　  　　　　　　　土曜・日曜・祝日 / 休み

問い合わせ先

曜日 講座名 講師 時間 受講料（全 12 回）

月

中国語入門 ガ セイヒン
( 本学教授 )

19:00～20:30

卒 15,000円
一般 18,000円

スペイン語入門 Ⅱ マヌエラ ジッフォーニ
( スペイン語講師 )

ラテン語初中級 足立 清人
( 本学教授 )

卒 12,000円
一般 12,000円

火

フレーズで覚えるやさしい英会話 山岡 ゆう
( 英語講師 ) 18:10～19:40

卒 15,000円
一般 18,000円

英会話初級 ( ボゼア先生 ) アラン ボゼア
( 本学非常勤講師 )

19:00～20:30

英会話中級Ⅱ ( マロック先生 ) アラン マロック
( 本学非常勤講師 )

英会話上級 ( ホイット先生 ) ティモシー ホイット
( 英会話講師 )

フランス語入門 林 宏和
( 本学非常勤講師 )

Travel English Plus ブライアン バーンズ
( 本学非常勤講師 )

中国語初級 ガ セイヒン
( 本学教授 )

火
木
金

Word2016 スペシャリスト 富士通マイゼミナール講師
18:30～20:30 卒 38,050円

一般 40,050円
Excel2016 スペシャリスト 富士通マイゼミナール講師

水

はじめての英会話 B アラン マロック
( 本学非常勤講師 ) 18:10～19:40

卒 15,000円
一般 18,000円

英会話入門 ( キフ先生 ) クリストファー サイモンズ
( 英会話講師 )

19:00～20:30
英会話初級 ( ホイット先生 ) ティモシー ホイット

( 英会話講師 )

フランス語初級Ⅱ 林 宏和
( 本学非常勤講師 )

ハングル入門 八幡 早苗
( 韓国語講師 )

木

はじめての英会話 A アラン マロック
( 本学非常勤講師 ) 18:10～19:40

ドイツ語中級 ダニエル アーノルド
( 本学非常勤講師 )

19:00～20:30
実用中国語 ヤン アンナ

( 本学非常勤講師 )

曜日 講座名 講師 時間 受講料（全 12 回）

木

ハングル中級Ⅰ 八幡 早苗
( 韓国語講師 )

19:00～20:30

卒 15,000円
一般 18,000円スペイン語入門 Ⅰ マヌエラ ジッフォーニ

( スペイン語講師 )
Basic Discussion and Conversation in 
English

アラン ボゼア
( 本学非常勤講師 )

英語で味読する「ナルニア国物語」 三上 章
( 元 本学チャプレン )

卒 15,000円
一般 18,000円
　高 10,000円

金
ゼロから始めるやさしい英会話 山岡 ゆう

( 英語講師 ) 18:10～19:40

卒 15,000円
一般 18,000円

英会話中級Ⅱ ( カートニー先生 ) クリストファー カートニー
( 本学非常勤講師 ) 19:00～20:30

土
AM

英会話入門（カートニー先生） クリストファー カートニー
( 本学非常勤講師 )

10:30～12:00

英会話中級Ⅰ ( ハリー先生 ) ハリー チャドウィック
( 本学非常勤講師 )

Study and Test Skills( 英検準 1 級／高レベ
ル TOEFL など )

ブライアン バーンズ
( 本学非常勤講師 )

卒 15,000円
一般 18,000円

高 10,000円

古典ギリシャ語入門 三上 章
( 元 本学チャプレン )

卒 15,000円
一般 18,000円土

PM

英会話初級 ( ハリー先生 ) ハリー チャドウィック
( 本学非常勤講師 )

13:00～14:30
英会話中級Ⅰ ( バーンズ先生 ) ブライアン バーンズ

( 本学非常勤講師 )

英会話上級（カートニー先生） クリストファー カートニー
( 本学非常勤講師 )

シニアのための再チャレンジ英会話 山岡 ゆう
( 英語講師 )

ハングル上級・応用編 チョン クワンジャ
( 本学非常勤講師 ) 13:30～15:00

土
AM
PM

経済指標でみる経済動向（中級編 -1） 秋森 弘
( 本学教授 ) 13:00～14:30

一般 無料 
　 卒 無料 

　 （全 1 回）  

経済指標でみる経済動向（中級編 -2） 秋森 弘
( 本学教授 )

10:30～12:00 / 
13:00～14:30

　卒 6,000円
一般 6,000円

（全 4 回）

■ 後期募集講座一覧

※内容につきましては、変更となる場合があります。

北海道から考える地域・国際社会のコミュニケーション 

～人と人が支えあう社会を目指して～
テーマ

　心理・応用コミュニケーション学科では、心理学、社会学、メディア学、教育学など学際的な分野を学び、多様な方向か
ら地域や世界を読み解く力をつけることを目的としており、大学内にとどまらず、さまざまな現場に出かけています。今回は、
これらの知見から、子育て支援、子ども向け電話相談、高齢者の介護予防、北海道・ドイツ・イギリスなどの事例を通して、
地域コミュニティの再生と振興などについて情報提供をしていきます。

日程 講義題目 講師（専門分野）

第1回
9月27日（金）

「チャイルドラインほっかいどう」の活動から考える
子ども達の生きづらさを支える社会

文学部 教授
田辺　毅彦

（心理学）

第2回
10月4日（金）

子どもたちや高齢者を支える
やさしいまちづくりを目指して

NPO 法人ふまねっと理事長／
元北海道教育大学教授

北澤　一利
（健康教育学）

第3回
10月11日（金）

子どもが育つ環境づくり 
－コミュニケーションの視点から－

文学部  准教授
柿原久仁佳
（子育て支援）

第4回
10月18日（金）

地域の中で学ぶ 
－大学での学びを導く「現場」－

文学部  准教授
石川　　悟
（認知学習論）

第5回
10月25日（金）

地域再生のコミュニティ論　
－日本とドイツの事例に学ぶ－

文学部  専任講師
寺林　暁良
（地域社会学）

第6回
11月1日（金）

競争と共生は両立できるか
－英国・田舎暮らしで見えたこと－

文学部 教授
阪井　　宏

（マス ･ コミュニケーション論）

１．開催時間 18時 20分～ 19時 50分
２．会　　場  北星学園大学／北星学園大学短期大学部
３．定　　員 200名（定員に達し次第締め切ります）
４．受講対象 18歳以上で、期間中受講できる方
５．受 講 料 一般 2,000円、本学在学生 1,000円（6回セット）　
６．申込方法  ①②のいずれかでお申し込みのうえ、受講料をお支

払いください。
 ① ホームページ：http://www.hokusei.

ac.jp/activity/openlecture/　の申
込フォームよりお申し込みください。

 　 右記 QRコードから「申し込みフォー
ム」を開くことができます。

 ② メール（renkei@hokusei.ac.jp）またはハガキ、
FAXにて、以下の必要事項を明記しお申し込みく
ださい。

 　 （氏名・フリガナ・年齢・郵便番号・住所・電話番号・
職業・この講座を何からお知りになったか）

７．申込締切日 2019年 9月 13日（金）（受講料の振込みも同日まで）

英会話クラスの様子

問い合わせ先     
北星学園大学 社会連携課 大学公開講座係  
TEL：011-891-2731　　FAX：011-896-8311
　　　9:00-11:30 ／ 12:30-17:00（土日祝除く）
メール :renkei@hokusei.ac.jp
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就職支援課事務室がリニューアルしました！

　就職支援課には、年間延べ 12,000 名を超える学生が訪れ利用しています。対象学年は問わず、いつでも、誰でも、卒業後の進路選択に係る情報収集や就職相談
などで利用することができます。ここでは学生たちの将来への気づきを促せるようスタッフが個別対応し、実りある人生を築くための後押しをしています。今年
２月にリニューアルした就職支援課事務室にも、毎日多くの学生たちが足を運んで就職活動に励んでいます。

　大学新卒採用のあり方をめぐり、学生の就活を取り巻く環境
が大きく変化していく中で、ここをベースに就職の情報入手や
相談、学生同士の情報交換の場にして、誰もが気軽に利用でき
るような事務室づくりをこれからも進めていきます。

　事務室の顔で
もある出入口は、
ドアを両開きの
引き戸にしたこ
とで、車いす利
用者も含め、事
務室へのスムー
ズな出入りが可
能となりました。

　学生同士の打合せや OBOG との懇談、少人数の説明会の場などを想定して、可動式
の机や椅子、モニターも備え、ディスカッションやプレゼンテーションができるフレキ
シブルディスカッションエリアも設けました。

　相談カウンターは、
従来フラットだった
ものを、隣の席との
間に仕切りを付けて
プライバシーに配慮
した作りにしました。
また、車いすでも利
用しやすいカウン
ターも設置しました。

　就活には欠かせない
求人票及び企業情報を
載せる掲示板は、学生
が利用しやすいレイア
ウトにしました。
　また、キャリアデザ
インプログラムや各種
講座等の案内情報を発
信するためのデジタル
サイネージも設置し
て、必要な情報が目に
つきやすく容易に入手
できるようにしまし
た。

　椅子や机も
新しく入れ換
えて、明るく
オープンな雰
囲気で学生た
ちを迎え入れ
ます。

　キャリアカウンセラーを含む 12
名の就職支援課スタッフが、きめ
細かなフォローで、学生一人ひと
りの夢や目標の実現を全面的に
バックアップします。
　求人検索や企業研究、履歴書や
ES作成のために、パソコンを自由
に使用することができます。

平日（月～金） 午前   8:45～11:30
   午後 12:30～17:00就職支援課

利用のご案内 ※休業期間中も原則、上記の時間帯で利用できます。
※学年を問わず在学生が利用できるのはもちろん、卒業後も「卒業生用求職
　登録票」を提出してもらうことで利用することができます。

～卒業後の進路全般について学年・学科問わず相談できます～

写真提供（上記 6枚）：写真工房ピクセル・グラフィックス

同窓会寄贈図書が展示されました！

　同窓会から在学生への還元事業として図書館への図書寄贈を毎年
行っています。在学生へのアンケートを実施し、在学生が読みたい
図書や親しみやすい図書を選定しています。
　北星学園大学図書館は、地域の方や高校生も利用しています。同
窓生の方もぜひご利用ください。ご利用の際は、身分証
明書と写真を持参し手続きしてください。詳しい利用方
法や開館日程については、本学図書館ホームページより
ご確認ください。

図 書 全国作家記念館ガイド : 全国 258 館
父と私の桜尾通り商店街
忘れない味 : 「食べる」をめぐる 27 篇
東大流教養としての戦国・江戸講義

「わたし」と平成 : 激動の時代の片隅で
直感と論理をつなぐ思考法 : Vision driven
第四間氷期 ( 叢書社会現実 / 変革 )
北海道ぶらり歴史探訪ルートガイド
ならべてくらべる絶滅と進化の動物史
なつかしの昭和の子どもたち
未来の戦死に向き合うためのノート
カムイの大地 : 北海道・新風景
ニッポンを解剖する ! 北海道図鑑
落雷の旅路 1.2 ( 完本丸山健二全集 )　　　　　　　他

DVD 否定と肯定 [Blu-ray] DVD
パッセンジャー [Blu-ray] DVD
検察側の罪人 Blu-ray 豪華版 DVD
透明なゆりかご DVD-BOX DVD 1
映画『聲の形』Blu-ray 初回限定版 DVD
彼らが本気で編むときは、 [Blu-ray] DVD
世界でいちばん美しい村 [DVD] DVD　　　　　　　他

■今年度の寄贈図書一覧 （計 112 冊） （計 52 枚）



新企画プロジェクトからのお知らせ
講演会・コンサートも回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただいております。これからも一層充実
した内容に向けて努力したいと考えております。今後とも皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

矢口 祐人講演会
「フラから見るハワイの歴史と文化」

日時：9月28日（土）午後２時から　会場：本学図書館棟４階Ａ教室日時：12月14日（土）午後２時から　会場：本学チャペル

　ハワイといえば「フラダンス」がすぐに思い浮かびます。ハワイでは「フラ」
と呼ばれるこの踊りは、ハワイの人々が昔から大切にしてきた伝統です。
フラはハワイの歴史と文化を理解するための重要な手がかりです。本講演
ではフラの本来の意味を説明するとともに、著名なフラダンサーの古賀ま
み奈さんに実際のフラを演じてもらいます。観光地で見るものとは異なる
フラについて学ぶ、話と踊りを組み合わせた講演会です。

　令和元年５月 11 日（土）午後のチャペルに溢れんばかりのお客様をお迎えして、第 20 代札幌コンサートホー
ル専属オルガニスト　シモン・ボレノさんによる〝バッハへの回想〟全曲バッハの名曲をお楽しみいただき
ました。「トッカータ、アダージョとフーガ」から始まり「幻想曲コラール」と続き「フーガ変ホ長調 聖アン」

で締括る構成です。終演後、コンサートに関する質問をいくつかしたところ、
後日シモンさんの誠実なお人柄がよく表れている回答をいただきましたので、
この紙面でその一部をご紹介させていただきます。
プログラムの作成について：初めにどの作品を演奏したいかを考えます。そ
して、それぞれの楽曲の特徴、例えばオーケストラの作品の影響を受けてい
るのか、その楽曲が持つテーマなどを考えます。次に、同様の特徴を持つ他
の作品あるいは対照的な作品を選曲します。
コンサートでの選曲：チャペルでの選曲は、全曲バッハの作品にしました。もっ
とも強調したかったことは、バッハの作品はフランスやイタリアの影響を受
けたものもあり、非常にバラエティに富んでいるということをお伝えしたかっ
たからです。さらに、私が演奏した有名なトッカータや内容に目を向けた穏
やかなコラールとの対象性も表現したいと考えました。　
　オルガニスト シモンさんの演奏者としての覚悟や思いを知り、特別な感慨
を持ちました。

　初めてのマリンバコンサートを開催いたします。ピアノとの美しい調
べをどうぞお楽しみください。

沓野勢津子（マリンバ）

中谷友美（ピアノ）

矢口 祐人（やぐち ゆうじん） 
札幌生まれ。北海道大学を中退し、アメリカインディアナ州ゴー
シェン大学に編入。同大卒業後、バージニア州ウィリアム・アンド・
メアリ大学大学院でアメリカ研究を学ぶ。北海道大学言語文化
部助教授を経て、1998年東京大学大学院総合文化研究科
助教授、2012年から教授。専攻はアメリカ研究、とりわけハワ
イを中心に日米文化関係を考察している。著書に『ハワイとフラ
の歴史物語』『憧れのハワイ―日本人のハワイ観』『奇妙なア
メリカ―神と正義のミュージアム』などがある。

京都市立芸術大学音楽部を経て、ボストン音楽院
に留学。同大学院グラデュエイト・パフォーマンス・ディ
プロマ科マリンバ専攻卒業。現在、札幌市に在住し、
国内外で演奏活動、演奏指導を行う。平成30年度
道銀芸術文化奨励賞受賞。札幌大谷大学芸術学
部音楽科非常勤講師、ドルチェ音楽教室講師。

国立音楽大学卒業、同大学大学院音楽研究科器
楽専攻修了。2011年より札幌市と東京において、
毎年リサイタルを行う。平成28年度道銀芸術文化
奨励賞受賞。室内楽や歌曲伴奏で多くの演奏会に
出演する他、ピアノ吹替やテレビコマーシャルにも出
演するなど幅広く活躍している。 古賀まみ奈（こが まみな）

フラダンサー・ハワイアンミュージシャン。福岡生まれ。
東京藝術大学楽理科を卒業し、東京大学大学院文化
人類学を修了、博士課程退学。のち、ハワイ大学大
学院民族音楽学博士課程に留学。最高峰のフラ競技
会「メリーモナーク・フラフェスティバル」、ハワイアンソン
グの競技会「カヒメニアナ」に一員として参加。2007
年帰国し、プロのフラダンサーおよびハワイアンシンガー
として活動している。

Winter マリンバコンサート
「チャペルに響くローズウッドの音色」

●中田喜直：雪の降る街を　●アンダーソン：フィドルファドル、  ワルツィング・キャット
●バッハ：ヴァイオリン協奏曲第１番 a-moll　●ピアソラ：リベルタンゴ
●美空ひばり：川の流れのように　●トワ・エ・モア：虹と雪のバラード　ほか

演奏予定曲目

パイプオルガンコンサート「Back to Bach～バッハへの回想～」

写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

コンサート
報告講演会・コンサートの申し込み方法について

　各々の申し込み受付け開始日は下記のとおりです。これ以前のお申
し込みは無効となります。
①講演会 ……………… 9月9日（月）～9月27日（金）
②マリンバコンサート
……………………… 11月25（月）～12月13日（金）

　定員になり次第締め切らせていただきます。
　「○月○日希望」と、氏名、ふりがな、電話番号、参加希望人数を明記
の上、北星学園大学ホームページの「申込フォーム」、ハガキ、電話、
e-mailでお申し込みください。
　なお、お申し込みされた方は当日直接会場へお越しく
ださい。事前の整理券等は発行しません。

お申し込み・問い合わせ先
〒004-8631　札幌市厚別区大谷地西2丁目3-1
北星学園大学同窓会事務局　同窓会プロジェクト係
TEL011-891-2731　メール：dousoukai@hokusei.ac.jp

友人、知人の方もぜひお誘いください。
小さなお子さんの入場はご遠慮ください。
公共の交通機関でお越しください。

お願い
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　今年も各支部にて、総会・懇親会を開催いたします。お近くにお住まいの方はぜひお
越しください。

支　部 日　時 会　　場
旭川支部 8月24日（土）17：30～ アートホテル旭川（旭川市7条通6丁目）
北見支部 8月25日（日）17：00～ オホーツクビール（北見市山下町2丁目2－2）
帯広支部 8月31日（土）18：00～ アパホテル帯広駅前（帯広市西1条南12丁目8番地）
釧路支部 9月 1日（日）17：00～ HOT SAUCE（釧路市末広町7-2）
函館支部 9月 7日（土）18：30～ 函館国際ホテル（函館市大手町5-10）

東京支部 11月9日（土） 私学会館アルカディア市ケ谷
（東京都千代田区九段北4-2-25）

千歳支部 12月7日（土） 千歳市内（決まり次第、ホームページでお知らせいたします）
※お申し込みは、右記連絡先又は本学ホームページからお願いします。

各支部総会・懇親会のお知らせ
●旭川支部（1983 年発足）支部長　西岡　将晴
 090-7648-1997　　kembuchi2000@yahoo.co.jp 
●帯広支部（1985 年発足）支部長　成田　啓介
 0155-56-4706（特養札内寮）　mansei@cameo.plala.or.jp
●北見支部（1987 年発足）支部長　三浦　鶏一
 連絡先は北見支部総務　関口篤司まで
 090-8909-3316　atsushi.sekiguchi@city.kitami.lg.jp
●東京支部（1988 年発足）支部長　遠田　嘉憲
 04-2949-6726　ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp
●函館支部（1988 年発足）支部長　畑中　博史
 0138-46-2537　hiro-121@sea.ncv.ne.jp
●釧路支部（1989 年発足）支部長　角　隆史
 0154-65-9812　kaku4744@msn.com

●千歳支部（1996 年発足）支部長　千葉　英二
 0123-24-5564　 hirom78cosmos.@docomo.ne.jp

支部連絡先
同窓会には各地に支部があります。
ぜひ同窓会の活動にご参加ください。
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ま
た
大
谷
地
だ
よ
り
へ
の
寄
稿

や
ス
ピ
ー
チ
、
様
々
な
職
種
や
年

代
の
方
と
の
交
流
を
通
す
こ
と
で

貴
重
な
社
会
勉
強
に
な
る
の
で
、

大
学
生
活
の
間
に
少
し
で
も
自
分

を
成
長
さ
せ
高
め
る
経
験
を
多
く

積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
奨
励
生
と
し
て

経
済
学
部

　経
営
情
報
学
科

3
年

　千ち

葉ば

　彩あ
や

花か

　
こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

採
用
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
代
々
続
く

同
窓
会
奨
励
生
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
同
窓
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
に
は
将
来
公
務
員
に
な
り
た

い
と
い
う
目
標
が
あ

り
、
現
在
そ
れ
に
向

け
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
授
与
さ
れ
る

奨
励
金
は
公
務
員
試

験
対
策
講
座
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
、

４
年
間
の
大
学
生

活
と
奨
励
生
と
し

て
の
活
動
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
奨

励
生
と
し
て
北
星

サ
ー
ク
ル
活
動
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
９
年
２
月
１
日
〜
２
０
１
９
年
６
月
30
日
報
告
分
か
ら
抜
粋

【
N
M
A
】

◆
冬
季
定
期
演
奏
会

【N
orth Star Bible Club

】

◆
卒
業
コ
ン
サ
ー
ト

◆
川
下
公
園
リ
ラ
ラ
イ
ブ

◆
ミ
ニ
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
第
24
回
大
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
旭
川
大
会

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
ぽ
ら
り
ず
む.

2
0
1
9 

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

◆
新
さ
っ
ぽ
ろ
音
楽
の
日

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ボ
ウ
ル

◆
春
季
オ
ー
プ
ン
戦

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
2
0
1
8
年
度
卒
業
公
演

◆
第
10
回
札
幌
学
生
対
技
演
劇
祭

【
お
と
し
よ
り
研
究
会
】

◆ 

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9 

in 

さ
っ
ぽ
ろ

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆ 

第
48
回
北
楡
杯
争
奪
全
北
海
道
学
生
競

技
ダ
ン
ス
連
盟
招
待
試
合

【
空
手
道
部
】

◆
第
49
回
全
道
学
生
選
手
権
大
会

　
男
子
　
個
人
形
の
部
　
準
優
勝

　
松
濱
　
拓
斗

【
弓
道
部
】

◆
第
11
回
全
道
学
生
弓
道
講
習
会

　
イ
ン
カ
レ
予
選

　
個
人
予
選
通
過
　
石
川
　
和
輝

【
剣
道
部
】

◆
札
幌
厚
別
区
剣
道
連
盟
剣
道
祭

　
兼
　
厚
別
区
剣
道
連
盟
選
手
権
大
会

◆
第
65
回
北
海
道
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

◆
第
46
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

【
写
真
部
】

◆
卒
業
写
真
展

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
吹
奏
楽
部
】

◆
卒
業
式

◆
入
学
式

◆
大
学
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
ス
キ
ー
部
】

◆ 
第
37
回
北
海
道
学
生
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
48
回
春
の
紅
白
試
合

◆
北
海
道
綜
武
道
大
会

　
一
般
部
女
子
綜
合
乱
取
　
優
勝
　
野
原
由
美

　
杖
道
乱
取
試
合
　
準
優
勝
　
山
根
耕

【
卓
球
部
】

◆
平
成
30
年
度
北
海
道
学
生
卓
球
連
盟
幹
事
長
杯
オ
ー
プ
ン
大
会

◆
2
0
1
9
年
度
北
海
道
春
季
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆ 

第
69
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春

季
選
手
権
大
会

【
羽
球
部
】

◆
第
61
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

◆ 

第
68
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会 

兼 

第
５
回
全
日
本
学
生
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
第
51
回
春
季
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
道
央
リ
ー
グ

◆
春
季
リ
ー
グ
大
会

◆ 

2
0
1
9
年
度
第
38
回
東
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー  

 

　ル
大
学
男
女
選
手
権
大
会

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
46
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春
季
リ
ー
グ
戦

　
男
子
1
部
昇
格

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
第
15
回
北
海
道
地
域
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
2
0
1
9

【
放
送
研
究
会
】

◆
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
9

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
パ
ン
部
】

◆
土
曜
寺
子
屋

◆
も
な
み
学
園
分
校
高
等
部
　
遠
足
補
助

◆
ト
ロ
ワ
の
畑
子
ど
も
食
堂

◆ 

2
0
1
9
ワ
ー
ル
ド
パ
ラ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ス
キ
ー
Ｗ
杯
札
幌
大
会 

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
料
理
教
室

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
マ
イ
ル
遊
び
教
室

◆
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
音
楽
ラ
イ
ブ

◆
エ
コ
フ
ェ
ス

◆
さ
っ
ぽ
ろ
水
道
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ルable

】

◆
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
つ
ど
ー
む
会
場

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
社
会
福
祉
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
鹿
島
オ
ー
プ
ン
2
0
1
9

◆
2
0
1
9
年
度
ど
さ
ん
こ
リ
ー
グ

◆
2
0
1
9
年
度
女
子
ゼ
ブ
ラ
オ
ー
プ
ン

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆ 

北
海
道
地
区
大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
陸
上
競
技
部
】

◆
北
海
道
学
連
競
技
会

◆
第
74
回
空
知
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
一
般
女
子
　
走
高
跳
　
第
1
位
　
佐
藤
　
有
香

　
一
般
男
子
　
走
高
跳
　
第
1
位
　
青
木
　
優
典

　
一
般
男
子
　
走
幅
跳
　
第
2
位
　
菊
池
　
智
哉

　
一
般
男
子
　

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
　
第
1
位

　
嘉
山
・
合
田
・
菊
池
・
大
原

◆
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン

◆ 

第
71
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会

◆
北
海
道
学
連
中
長
距
離
競
技
会

学
園
大
学
の
魅
力
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
奨
励
生
と
し
て

経
済
学
部

　経
営
情
報
学
科

3
年

　古ふ
る

谷や

　若わ
か

菜な

　
こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

採
用
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
奨
励
生
と
い
う
立

場
に
自
覚
を
持
ち
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
北
星
学
園
大
学
に
入
学
し
、

３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
こ
の

３
年
間
、
仲
間
と
共
に
サ
ー
ク
ル

活
動
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
か
ら
刺
激
を
受
け
る

こ
と
で
自
分
自
身
の
成
長
に
つ
な

が
り
何
事
に
も
積
極
的
に
活
動
を

し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
以
上
に
自
分
自
身
を
成

長
さ
せ
る
た
め
に
9
月
に
は
海

外
実
習
に
参
加
し
ま
す
。
海
外
実

習
を
通
し
て
、
日
本
と
は
違
う

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
方
や
商
品

を
調
査
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て

将
来
は
国
内
や
海
外
の
販
売
ル
ー

ト
を
確
保
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
奨
励
生
に
選
考
し

て
い
た
だ
い
て

短
期
大
学
部

　生
活
創
造
学
科

2
年

　小こ

林ば
や
し

　結ゆ

衣い

　
こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

選
考
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
さ
か
私
が
選
ば
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
採
用

の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
際
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
大
変
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
奨
励
金
の
使
い
道
と
し
て
考
え

て
い
た
タ
イ
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
残
念
な
が
ら
選
考
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、　
貴
重
な
奨
励
金

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
学
費
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
今
、

課
外
サ
ー
ク
ル
の

CRJ-SA
PPO

RO

と

い
う
ラ
ジ
オ
制
作
学

生
団
体
に
所
属
し
て

お
り
、
F
M
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
で
週
に
一

度
、
放
送
さ
れ
て
い

る
番
組
の
制
作
を
し

て
お
り
ま
す
。
番
組

の
内
容
は
主
に
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
曲
で
流
行
に

左
右
さ
れ
な
い
独

自
の
ラ
ン
キ
ン
グ

チ
ャ
ー
ト
を
作
り
、

紹
介
す
る
と
い
う
内

容
で
す
。
木
曜
日
の

23
時
か
ら
F
M
ノ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
放
送
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
終
え
て

短
期
大
学
部

　英
文
学
科

2
年

　小お

川が
わ

菜な

な々

子こ

　
こ
の
度
は
奨
励
生
に
選
出
し
て

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
北
星
短
大
か
ら

は
初
と
な
る
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
出
来
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
集

ま
っ
た
人
と
共
同
生
活
を
し
、
働

く
と
い
う
の
は
思
っ
た
以
上
に
困

惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

素
敵
な
人
と
出
会
え
た
り
、
働
く

喜
び
を
感
じ
、
自
分
の
成
長
を
実

感
で
き
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

せ
た
と
強
く
思
い
ま
す
。
英
語
を

話
せ
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
世
界

が
広
が
る
の
だ
と
改
め
て
気
づ

き
、
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
も
、
今
後
も
勉
強
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来

の
夢
は
具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
英
語
を

使
っ
て
人
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う

な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
外
で
働
く
経
験
を
通
し
て

短
期
大
学
部

　英
文
学
科

2
年

　滝た
き

澤ざ
わ

　
　茜

あ
か
ね

　
今
回
、
奨
励
生
に
選
ば
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私

は
今
年
の
２
月
か
ら
８
月
ま
で
ア

メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
パ
ー
ク
で
キ
ャ
ス
ト

と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
入
学
当
初
か
ら
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
た
め
に
、
努
力

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
他
の
留
学

と
は
違
い
、
ア
メ
リ
カ
で
働
き
な

が
ら
生
き
た
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
に
対

す
る
考
え
方
や
、
同
僚
や
上
司
と

の
接
し
方
、
ゲ
ス
ト
に
素
敵
な
思

い
出
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
振
る

舞
い
方
な
ど
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
多
く
の
違
い
を
身
を
も
っ
て
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
の
英

語
力
の
未
熟
さ
も
知
り
ま
し
た
。

や
は
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
を
話

す
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
く
の
は

大
変
で
し
た
。
今
回
の
経
験
を
無

駄
に
せ
ぬ
よ
う
、
今
後
も
短
期
大

学
部
で
英
語
力
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

を
開
催
し
、
松
倉
同
窓
会
長
や
幹

事
、
過
年
度
奨
励
生
が
多
数
出
席

し
、
奨
励
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
小
川
さ
ん
と
滝
澤
さ
ん

は
留
学
中
の
た
め
、
奨
励
金
授
与

式
当
日
は
欠
席
で
し
た
が
、
現
地

よ
り
動
画
に
て
奨
励
生
と
し
て
の

決
意
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　「
学
内
外
で
様
々
な
活
躍
を
し
、

同
窓
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で

き
る
学
生
」
を
採
用
条
件
と
し
、

今
年
も
同
窓
会
奨
励
生
を
募
集

し
、
自
己
推
薦
文
を
基
に
６
名
の

学
生
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

7
月
11
日
（
木
）
に
は
「
奨

励
金
授
与
式
と
奨
励
生
の
集
い
」

同
窓
会
奨
励
生
と
し
て

経
済
学
部

　経
済
学
科

2
年

　小お

野の

寺で
ら

咲さ

季き

　
こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

採
用
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
通
知
を
い
た

だ
い
た
時
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
そ
の
反
面
し
っ
か
り
と
自
分

の
役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
責

任
感
も
感
じ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
奨
励
生
に
採
用
さ
れ
た

か
ら
に
は
懇
親
会
の
参
加
や
大
谷

地
だ
よ
り
の
寄
稿
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
学
生
広
報
委
員
会
（
キ
タ

ボ
シ
）
に
現
在
所
属
し
て
い
る
た

め
、
本
学
の
同
窓
会
が
私
た
ち
在

学
生
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
か
を

多
く
の
人
に
広
め
る
活
動
も
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

6
名
の
同
窓
会
奨
励
生
決
定

　

　
今
年
は
大
学
祭
二
日
目
の
10
月

13
日
（
日
）
に
「
第
2
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
や
有
志
に
よ
る

模
擬
店
や
餅
ま
き
な
ど
、
楽
し
い

企
画
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
定
期
総
会
・
懇
親
会
は
10
月

19
日
（
土
）
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

（
同
窓
会
事
務
局
　
西
藤
）

編
集
後
記

＜住所変更届をお忘れなく！＞
　　会員の皆様や同窓生のご友人・ご家族で住所が変わっ
た方は同窓会事務局までご一報ください。本学ホームペー
ジの住所変更フォーム、メール・FAX・はがき・電話にて
受け付けておりますのでご協力お願いします。個人情報は
同窓会活動以外には使用いたしません。

北星学園大学同窓会事務局（社会連携課内）
〒 004-8631　札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3-1
TEL：011-891-2731　　FAX：011-896-8311
E-mail：dousoukai@hokusei.ac.jp

奨励生授与式後の写真

今年度採用された奨励生（左から古谷さん、小野寺さん、千葉さん、小林さん）

!!


